
平成２７年度 学校経営計画（小学校） 

 

Ⅰ 学校教育目標 

 確かな学力と豊かな心を身につけた児童の育成 ～大野から志をもった若者を～ 

 

Ⅱ 学校経営理念 

 １ ミッション(学校の使命) 

地域の学校支援と小中一貫教育による地域に根ざした次世代を育成する教育活動の推進 

 ２ ビジョン(将来の学校像) 

知・徳・体のバランスのとれた児童を育み，地域に信頼され，児童が未来に向かって夢や志を

語り合える学校 

  ＜めざす児童像＞ 

【確かな学力を身につけた児童】       

・ 目標を決め，自ら学び体を鍛える子 

・ 仲間と学び合い，長所を伸ばす子 

・ 根気強く最後までやりきる子 

【豊かな心を身につけた児童】        

・ 自分の考えを持って行動できる子 

・ 自分と仲間を大切にする子 

・ 学校，地域を大切にする子 

３ モットー（日常の行動目標・指針）  「チーム」  「自主自立」 

                       「TEAM ⇒ Together Everyone Achieves More」 

 

Ⅲ 昨年度の成果と課題 

１ 「基礎・基本の徹底」については，廿日市市学力定着状況調査において，国語・算数ともに，対象

学年全て全国平均値を上回った。６０％以上の正答率が９割を達成したのは，３，４，５年生の算数，

また，３０％未満の正答率０％であったのが４年生算数であったことから，全体的に算数科の学力の

定着が伺えるものの，国語科の６０％以上の正答率は８割となっており，算数科を約１割下回ってお

り，国語科における授業改善が今後の課題である。 

２ 「あいさつの定着」については，小中ペアクラスによる「あいさつ運動」や「あいさつチャンピオ

ン」の表彰等により，児童自身の肯定的な評価が高まった（８６％）ものの，地域による評価（６５％）

とは開きがあり，あいさつの日常化，習慣化には課題があるものと思われる。  

３ 「小中一貫教育の充実」については，学校通信等に新校舎の紹介や中学校教員による乗り入れ授業

等の様子を掲載したが，保護者・地域の満足度は６８．５％に留まった。実際の学校生活や行事等で

小中学生が交流する場面を参観できる機会を設定するとともに，実際の学校生活の様子から，小中一

貫教育のメリットについて，積極的な情報提供等を行う必要がある。 

 

大 野 ま な び 

大 野 し ぐ さ 

大 野 き ず な 



Ⅳ 学校評価計画 

重要 

度 
中期達成目標 年度達成目標 

達成するための 

方法・手段 

成果指標 

(達成を見取る目安) 

1 

 ｢大野まな

びを｣を基本

にして児童の

確かな学力の

定着と教師の

指導力の向上

を図る。 

 教科の基礎学力

が定着している。 

 全職員で授業研究に取

り組み，授業のねらい，

達成段階・指標を具体的

にし，児童の到達度をし

っかり把握しながら，基

礎学力の確実な定着を進

めていく。           

 各種調査問題（国・算）にお

いて，正答率が６０％以上の児

童を８５％以上にする。 

 各種調査問題（国・算）にお

いて正答率が３０％以下の児童

を２％以下にする。  

 自分なりに考

え，相手に分かり

やすく表現してい

る。   

 わかる授業を工夫し，

理解したことの定着・発

展を図るとともに，自分

なりに考え，表現し，交

流する取組を進める。 

 根拠や理由を明確にして表現

する児童を８０％以上にする。 

（児童・教職員アンケート） 

２ 

 学校生活全

般で生徒指導

の三機能の徹

底を図り，将

来に向けて意

欲的な児童を

育成する。 

 ｢大野まなび｣，

｢大野しぐさ｣「大

野きずな」が質的

に向上している。 

 基本的学習習慣「大野

まなび」，基本的生活習

慣｢大野しぐさ｣「大野き

ずな」に取り組み，学習

や生活に仲間とともに意

欲的に取り組める児童を

育成する。 

 家庭学習時間の学年目標を達

成している児童を８０％以上に

する。 

＜学年目標＞ 

１年生…20 分，２年生…30 分 

３年生…40 分，４年生…50 分 

５年生…60 分, ６年生…70 分 

 自 己 有 用 感 の 高 い 児 童 を 

７５％以上にする。 

３ 

 中学校区の

小中一貫教育

の充実に努め

る。 

 保護者が大野西

小学校の教育に満

足している。 

 職員全員が参加し，小

中一貫教育校に向けて組

織的・計画的に取り組み，

その情報を積極的に発信

する。 

 保護者の学校満足度を８５％

以上にする。 

 

 


